
⃝ 本年５月31日、金融財政事情研究会がWebシンポジウムを実施し、政府

税調委員と若者世代の代表が、税制の現状や今後のあり方を意見交換。

⃝ 税調委員：中里実会長、岡村忠生委員、武田洋子委員
⃝ 若者代表：伊藤和真氏（PoliPoli代表取締役）、

古井康介氏（POTETO Media代表取締役）

若者代表からの主な意見

• なぜ、歳出の半分程度の税収でやっていけるのか。

• 税負担はそれほど大きくないが、社会保障支出は大きいという状況はロジックとして通ら
ないと思う。時代にあわせていく必要があるとは思う。

• 今後の人生を考える上で、子育てサービスを充実して欲しいと思う一方で、これ以上の
負担は困る。かといって、年金など、なにかサービスを減らせるかと考えると、どれも難しく、
議論がストップしてしまう。

• 子育てや親の介護は、年収に限らない問題だと思うが、公的サービスに頼る人は、税
の負担能力が高くない一方で、税の負担能力が高い人は、公的サービスに頼らなくて
も生きていける、というイメージ。

• 自分の周りをみても、10年、20年、30年後にどういう社会が望ましいかは、現在の経
済状況によって一人ひとり異なる。「若者」といっても、一括りにはできない。

• サービスは受けたいが、税負担は勘弁してほしいと皆思っている。国民として、しっかり議
論する必要はあると思うが、税金は難しくて議論をすることが難しい。

• 税金は複雑で難しいが、本日のように話をしていると、なんとなく分かったような気になる。
現状をしっかり認識して、皆が議論することが必要。

• 議論が沸き起こるような教育が必要ではないか。これからの社会についてディベートする
ような機会を是非。

• 現金をほとんど持っていない時期があったが、リアルで手続しなければいけないことが痛
税感につながっているかもしれない。デジタル化が進むと、その辺りが良くなっていくかもし
れない。
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